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ＡＳＲ再資源化段階

解体段階で取り外される部品の流通（例）

１．エンジン/ミッション 【取外し率：97.1％（台数ベース）】

２．ワイヤーハーネス 【取外し率：91.2％（台数ベース）】

３．基板類（エンジンECU等） 【取外し率：48.3％（台数ベース）】

４．鉛蓄電池 【取外し率：100％（事前回収物品）】
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解体段階

 指定回収物品/事前回収物品の適正処理
 有用物品の取外し
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※ナゲット処理業者等

国内での処理業者がほとん
どいないことから、海外輸出
の割合が高いと考えられる
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※鉛二次精錬業等

基板での輸出はバーゼル規
制の対象であるため、ユニット
状態での輸出が考えられる。

リユース
（国内）

※この時点
で約83％が
リユース・
リサイクル

部品としても資源としても価
値が高く、需要に応じて国
内外に流通している。

国内鉛製錬と輸出（主に韓
国）での買い競争。輸出は増
加傾向。
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（出典）経済産業省「平成２６年度製造基盤技術実態等調査（使用済自動車由来の金属資源循環実態調査事業）」
環境省「平成２６年度自動車リサイクル制度の高度化・安定化方策等に係る検討・調査業務」等

サーマルリサイクル 72.4％
マテリアルリサイクル 24.3％

スラグ 10.6％
鉄 3.7％
セメント 2.8％
ミックスメタル 2.0％
銅 1.5％
スラグ・溶融メタル 0.9％
転炉・電炉原材料 0.8％
土砂・ガラス 0.7％
セメント原材料 0.6％
プラスチック 0.5％
その他 0.1％

最終処分 3.3％


